「中１ ギャップの解消」に向けての創価教育学の視点からの実践と考察 ―「自ら未来を拓く子」の育成のために― by 宗像 武彦 et al.
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の大きい変化を示しており、この調査の図１のグラフから 9,906 件から 26,360 件と約
2.7 倍に増えていることがわかる。
　また、同調査の問題行動で暴力行為（加害児童生徒）のデータを見ていくと、同調




























































































































































































































































































































































平成 21 年度 肯定的考え 81.0%　→　平成 25 年度 92.5%
平成 21 年度 否定的考え 16.7%　→　平成 25 年度 7.5%
　・「自分にはなりたい職業がある。将来の夢について具体的に考えている。」
平成 21 年度 肯定的考え 78.5%　→　平成 25 年度 85.0%




平成 21 年度 56.3%（市 63.9%）
　　　　　　　→　平成 25 年度 76.6%（市 61.2%）
　　＊国語が好き・先生の話をよく聴いているの項目
平成 21 年度 54.8%（市 60.8%）
　　　　　　　→　平成 25 年度 87.5%（市 89.5%）
　・算　数
　　＊正答率
平成 21 年度 62.3%（市 73.3%）
　　　　　　　→　平成 25 年度 68.1%（市 66.3%）
　　＊算数が好き・先生の話をしっかり聴いている
平成 21 年度 57.1%（市 71.4%）







　～一貫校になった平成 22 年度と 26 年度のデータで見ていく
　・自分は友達を大事にし、理解してくれる友達がいる。
平成 22 年度  肯定的考え 61%　→　平成 26 年度 88.9%
平成 22 年度  否定的考え 18%　→　平成 26 年度 11.2%
　・自分は決まりを守っている
平成 22 年度  肯定的考え 55%　→　平成 26 年度 83.4%




平成 22 年度 66.7%（都 73.1%）
　　　　　　　→　平成 26 年度 55.7%（都 60.1%）
　・数　学
　　＊正答率
平成 22 年度 44.4%（都 56.5%）






・小学校段階で ｢自尊感情｣ を家庭と連携し育んで ｢自律｣ させていく。
・基礎的な学力としては、小学校４年生までの「学力」を着実に育む。

























































１　牧口常三郎著『創価教育学体系』聖教新聞社　1930 年 11 月　Ⅰ巻 29 頁
２　同　Ⅰ巻 19 頁
３　同　Ⅰ巻 26 頁
４　同　Ⅰ巻 90 ～ 91 頁
５　中央教育審議会 初等中等教育分科会学校間の連携 ･ 接続に関する作業部会「小
中連携、一貫教育に関する主な意見等の整理（骨子案）」平成 24 年４月
６　文部科学省 ｢平成 28 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に
関する調査」（速報値）について（図１・図２）平成 29 年 10 月
７　滝充編 ｢中１不登校調査」再考－エヴィデンスに基づく未然防止策の提案－　国
























23　八王子市教育委員会　学力調査　平成 21 年度・平成 25 年度
24　東京都教育委員会　学力調査　平成 22 年度・平成 26 年度





Examining Practices to Resolve  
the “Junior High School First Year Gap” from  
the Perspective of Soka (Value-Creating) Pedagogy
Fostering “Children who Pave Their Own Paths to the Future”
Takehiko MUNAKATA   Yasunori KATO
The author, a principal of a merged public elementary and junior high school, noticed that 
elementary school children who did not have major issues in school, began showing signs of 
problematic behaviour and absenteeism upon entering junior high school. This issue is referred 
to as the 中１ギャップ chu-ichi gyappu [the transitional “junior high school first year gap” 
between elementary and junior high school education]. This paper discusses an attempt to 
resolve this issue based on the theme of fostering “children who pave their own paths to the 
future.”
Causes of the “junior high school first year gap” are examined and the effectiveness of 
practices implementing concrete strategies to resolve the issue based on literature and previous 
studies are discussed. The author’s views are based on Tsunesaburo Makiguchi’s educational 
perspective of  “living a life of value-creation” found within his value-creating pedagogy, Soka 
Education.
